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1 面
● 行政の効率化と区民サー
ビスの向上をめぎして

● 中央本町庁舎建設構想

2面
● 中央本町庁舎の基本プラ
ンについて

行政の効率化と区民サービスの

向上をめざして
中 央 本 町 庁 舎

建 設 構 想

区
庁
舎
の
問
一
に
つ
い
て
は
。
昨
年
六
月
、
『
足
立
区
庁
舎
建
般
審
議
会
』
か

ら
、
「
あ
る
べ
き
庁
舎
の
建
設
構
想
」
と
し
て
、
中
央
本
町
地
区
へ
の
段
階
的
な

庁
舎
の
建
設
計
画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
す
。(
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
日
・
庁
舎
問
題
特
集
号
)
そ
し

て
、
審
議
会
の
答
申
以
後
、
区
議
会
で
は
「
庁
舎
問
題
対
策
特
別
委
貝
会
」
か
設

置
さ
れ
、
独
自
な
視
占
か
ら
検
討
・
審
議
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
。区
内
部

に
お
い
て
も
「
答
申
」
の
具
体
化
に
向
け
て
、
多
面
的
な
調
査
と
検
討
を
加
え
ま

し
た
。
こ
こ
に
お
知
ら
せ
す
る
「
足
立
区
中
央
本
町
庁
舎
建
設
構
想
」
は
こ
う
し

た
経
緯
を
経
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
す
。

構
想
の
基
本
的
方
針

『
足
立
区
庁
舎
建
設
審
議
会
答
申
‘
で

小
さ
れ
た
、
。あ
る
べ
き
庁
舎
の
建
設
構

想
』の
趣
旨
を
線
重
し
、当
面
の
庁
舎
問
岨

解
決
の
た
め
に
、
足
皀
休
育
館
・
同
付
属

プ
ー
ル
跡
地
に
分
庁
舎
と
し
て
參
務
楝
を

建
設
す
る
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
足
包
区
基
本
構

想
・
基
本
計
画
か
め
ぎ
す
「
行
政
の
民
t

化
と
近
代
化
」、
「
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」
に
卜
分
こ
た
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

持
に
、
窓
口
事
務
処
理
や
文
書
・
資
料

等
の
記
録
管
理
シ
ろ
ア
ム
な
ど
に
つ
い
て

は
特
段
の
改
善
を
加
え
。「
区
民
の
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
「
秩
序
あ
る
さ

わ
や
か
な
オ
フ
ィ
ス
」
を
創
造
す
る
。

計

画

の

概
要

敷

地

計

画

足
立
区
中
央
本
町
一
F
目
十
七

約
五
千
三
百
㎡

地
域

準
工
業
(
)
符
)
、
一
郎
近
隣
商
業

地
区
準
防
火
第
-
峠
高
度
、
一
部
防
火

高
度
指
定
な
し

建
ぺ
い
率

六
L
%
、
一
郎
ハ
ト
%

容
積
率

二
百
%
、
一
部
四
百
%

収
容
す
る
組
織
の
原
則

及
び
職
員
数

窓
口
業
務
、
情
報
処
理
(
コ
ン
ピ
ュー

タ
部
門
)
、
防
災
・
土
木
部
門
を
中
心
に
、

庁
舎
規
模
を
考
壱
し
て
配
置
す
る
。

配
置
に
あ
た
っ
て
は
。
郁
・
踝
を
単
位

と
し
、
係
単
独
の
配
置
は
極
刀
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。
(
表
-

。参
照
)

収
容
職
貝
数
は
最
大
匕
百
名
ま
で
と
す

庁

舎

床

面

積

総
床
面
積
は
、
杓
。
々
T
h
a

㎡

と
す
る
。

田

嘔
務
家
面
桶
鴕
凖

部
長
級

ニ
ト
円
㎡

課
貶
級

卜
㎡

係
長
級

匕
㎡

¬
般
職

技
術
系

六
・
三
ば

事
務
系
。
‘
・
i
七
㎡

そ
の
他

。
'。・
匕
㎡

ぼ

必
要
諸
家
㈲
禎

λ
-
二
参
H
)

庁

舎

構

造

鉄
骨
鉄
勧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
ド
ニ
隋
・
地
卜
四
階

配

置

計

画

事
務
室
の
配
置
計
画

田

原
則
と
し
て
オ
ー
プ
ン
人
部
屋
方
式

で
、フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
オ
フ
ィ

又
と
す
る
が
、
廊
卜
辱
と
の
間
什
切
り

は
設
け
る
も
の
と
す
る
。

②

窓
口
部
門
を
中
心
に
、
来
庁
者
(
区

民
)
動
線
に
特
段
の
配
慮
を
す
る
。

闥

人
・
物
心
流
動
を
伍
力
お
さ
え
る
た

め
、
事
務
処
理
の
L
で
関
係
の
深
い
部

・課
を
近
接
し
て
配
置
す
る
。

㈲

帆
務
ス
ペ
ー
づへ
内
の
通
路
等
も
、非

常
時
等
に
備
え
明
快
な
動
線
処
理
を
す

る
。

㈲
　
カ
ウ
ン
タ
ー
や
客
待
ち
ス
ペ
ー
ス
等

は
求
訪
各
層
を
卜
分
考
慮
し
た
も
の
と

す
る

㈲

參
務
処
理
の
効
率
化
・
迅
速
化
の
た

め
ク
ヘ
ル
ト
コ
ン
ペ
ア
ー
、
エ
ア
ニ

ー
タ
ー
等
を
活
用
す
る
。

閇

部
艮
職
に
つ
い
て
は
闘
仕
切
個
室
と

し
、
応
接
セ
。卜
を
配
置
す
る
。
課
艮

職
に
は
亡
接
セ
。卜
を
配
置
す
る
、
各

係
等
に
は
来
客
用
椅
子
を
配
置
す
る
。

㈲

将
来
に
わ
た
る
參
務
機
械
化
拡
充
計

画
(
電
算
瑞
末
・
オ
フ
コ
ン
ーワ
ー
ド

プ
ロ
セ
″
サ
ー
フ
ァ
ク
ン
ミ
リ
等
。・ま

た
、
組
織
拡
充
等
を
乙
慮
し
て
配
置
す

る
。

㈲

保
管
庫
・
書
架
等
は
、
壁
。面
収
納
あ

る
い
は
9
面
等
に
そ
つ
て
配
置
し
転
倒

防
1
を
す
る
。
ま
た
、
嘔
務
家
内
の
俔

界
を
遮
へ
い
す
る
よ
う
な
懾
品
等
の
配

置
は
行
わ
な
い
。

特
別
用
途
室
計
画

山

来
庁
議
貝
用
の
応
接
室
を
設
け
る
。

閙

臨
時
の
首
脳
部
審
を
設
け
る
。

③

各
階
に
洗
面
所
・
湯
沸
室
・
更
衣
室

を
設
け
る
。
な
お
、
洗
面
所
は
米
客
者

数
も
考
慮
し
て
設
け
る
。

困
会
議
室
は
、
三
～
四
階
に
設
け
多
目

的
利
用
を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
。

㈲

書
庫
・
倉
庫
は
面
楠
の
有
効
利
用
上
、

可
動
式
の
書
架
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

窓

口
配

置

計
画

①

窓
口
は
、
「
わ
か
り
や
す
い
、
待
た

せ
な
い
、
歩
か
せ
な
い
、
親
切
で
挟
適

な
窓
川
し
を
実
現
す
る
。

ぼ

来
庁
お
の
多
い
窓
口
部
門
は
、
一
‘

。一
階
に
配
硫
す
る
。

闥
　

一
階
に
は
。
案
内

、
戸
籍
・
梃
部
門

及
び
指
定
金
融
機
関
等
を
配
置
す
る

な
お
、
ロ
ビ
ー
は

。般
区
民
の
待
(
‥
せ
、

談
話
な
ど
憩
い
の
領
域
と
し
て
広
く
活

用
す
る

。

Ⅲ

一
一
階
は

、
岡
民
健
康
保
険
・
岡
民
年

令
を
中
心
に
配
置
す
る
。
一
階
ロ
ビ
ー

の
上
部
は
吹
抜
け
と
し
て

、
明
る
い
開

放
感
の
あ
る
フ
ロ
ア
ー
と
す
る

。

そ
の
他
全
般
に
わ
た
る
事
項
等

剛

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
に
つ
い
て

艮
期
的
視
点
か
ら
特
段
の
T
大
倉
す
る
、

拝
に
、
通
風
・
採
光
に
は
自
然
を
十
分

利
川
し
、
健
康
腎
理
向
も
十
分
考
慮
し

た
も
の
と
す
る
。

閙

身
体
障
害
者
対
策
は
卜
分
行
う
こ
と

と
す
る
。

沺
K

庁
舎
は
、不
特
定
多
数
の
来
功
者

が
あ
る
。(
小
学
生
の
集
団
見
学
専
一

時
に
多
人
数
の
来
庁
も
あ
る
。)こ
う
し

た
面
か
ら
災
害
(
火
災
等
)
の
発
生
時

の
防
護
措
置
等
に
は
力
令
を
期
し
、

防
災
モ
デ
ル
建
築
と
な
る
よ
『つ
計
画

す
る
。

圃

庁
舎
は
区
尺
の
も
の
で
あ
り

、
当
然

開
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
同
時
に
区
民
共
有
の
財
産
で
も
あ

り

、
盗
難
・
い
た
ず
ら
等
に
対
す
る
保

安
面
で
は
卜
分
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

轍
H
の
退
庁
陲
専
は
、
内
部
へ
自
由
に

出
人
で
き
な
い
よ
う
マ
ス
タ
ー
キ
ー
・

・
y又
・ア
ム
な
ど
。卜
締
り
に
は
十
分
ち
慮

す
る
、

㈲

ビ
ル
令
体
を
艮
い
将
来
に
わ
た
っ
て

良
好
に
維
曷
し
て
行
く
た
め

。
保
企
・

維
持
・
青
理
に
つ
い
て
レ
又
テ
ム
化
を

は
か
る

。

㈲

。
。隋
へ
L

る
区
尺
用
階
段
は

、
広
く

卜
り
や
す

い
も
の
と
す
る
。
エ
レ
ペ
ー

タ
ー
は
二
基
設
置
し
、

。
六
は
人
荷
用

と
す
る

。
通
路
、
陪
段
等
は
非
常
時
も

考
慮
し
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
材
料

は
極
力
す

べ
ら
な
い
も
の
を
用

い
る
こ

と
と
す
る
。

閇

各
隋
に
相
応

心
公
衆
電
話
・
・目
鉛
版

売
機
等
を
置
く
。

卯
丈
冉
・
資
糾
管
理
今
は
匕
め
と
す
る

事
務
処
理
の
近
代
化
・
効
中
化
・
省
力

化
は
、現
i
Q
`
‥
で
徹
底
し
て
実
施
し
、

新
庁
夲
‥へ
の
移
転
時
の
搬
出
・
搬
人
に

伴
『つ
ロ
ス
を
無
く
し

、
移
転
経
費
の
節

減
に
も
役
た
て
る
こ
と
と
す
る

。

ま
た

、
必
要
な
収
納
ス
ペ
ー
ス
、
収

納
用
具

、
家
具
な
ど
は
、
当
初
か
ら
レ

イ
ア
ウ
ト
に
組
み
こ
ん
で
お
く
こ
と
と

す
る
。

表- 1　 中央本町庁舎収容組織

表- 2　 庁舎必要諸室面積( 概算)
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中
央
本
町
庁
舎
の

基
本
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

「
足
立
区
中
央
本
町
庁
舎
建
設
鱗
息
」

に
基
づ
い
て
、
堤
在
。
具
体
的
な
設
計
作

業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
本
年
中
に
は
設
叶
を
完
了
し
、

来
年
度
か
ら
は
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

叶
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十

。年

四
月
か
ら
は
業
務
の
開
始
を
考
え
て
い
ま

す
。現

在
、
ま
だ
設
計
の
途
中
で
す
か
、
櫨

物
の
基
本
プ
ラ
ン
等
が
確
定
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図
-
一
建
物
断
面
図
(
案
)

図
ー
二

建
物
の
平
面
プ
ラ
ン
と
敷
地

利
用
計
画
図
(
案
)

な
お
、
今
後
、
こ
の
計
画
の
送
捗
状
況

や
二
庁
舎
間
の
サ
ー
ビ
ス
の
仕
岨
な
ど
に

つ
い
て
は
、
順
次
、
掲
載
し
て
行
く
予
定

で
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
噸
い
し

ま
す
。

図- 1　 建物断面図( 案)

( 注) この断面図については、部分的な変更もあります。

図- 2　建物の平面プランと敷地利用計画図( 案)

( 注) 本計画図 については、部分的な変更もあり ます。

◎
足
立
区
中
央
本
町
庁
舎
建
設
構
想
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
せ
は
庁
舎
対
策
室
へ
。


